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広報誌「弥生」も66号を迎える。「弥生」の第1号は1966年8月、農
学部内のコミュニケーションを目的として発行された。これは「学内広
報」より歴史が古い。最初は単に「広報」というタイトルだったが、すぐ
に、タイトルと表紙デザイン一体で募集が行われた。その結果、審査
委員の圧倒的多数の賛成で決まったのが「弥生」である。そのころの

「弥生」は、B5版で十数ページの簡易な印刷物だったが、内容は、
行事予定、事務連絡（俸給表まで！）に加えて、附属施設めぐり、海外
旅行記、リクレーション、教職員のメッセージなど盛りだくさんで、毎月

発行されていた。冊子を手にすると、編集者の熱意が直に伝わってく
る。さて、今回のテーマは「咲かす」。文字通り花を咲かすことに成功
した研究から、さまざまな成果の花を咲かす研究、活動、施設などを
紹介した。これからも「弥生」では、農学が咲かす色とりどりの花を紹
介し、初心を忘れず、学内外のコミュニケーションに役立っていきたい
と考えている。（過去の「弥生」は、農学生命科学図書館のブラウジ
ングコーナーで閲覧できます。）　　　　

　広報室長　清水謙多郎

4月

■観桜会 一般参加可能
日時 3月下旬または4月上旬の土日予定
場所 生態調和農学機構
主催 生態調和農学機構
協力 観桜会実行委員会
問合せ先 機構事務室
　　　　　TEL:042-463-1611
　　　　　http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/

■東大教職員向け特別ガイド
  「春の彩りを訪ねて」
日時 4月21日（土）
場所 富士癒しの森研究所
主催 富士癒しの森研究所
問合せ先 富士癒しの森研究所
　　　　　TEL:0555-62-0012
　　　　　http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/fuji/

■一般公開 一般参加可能

日時 4月21日（土）・22日（日）
場所 千葉演習林
主催 千葉演習林
問合せ先 千葉演習林
 TEL:04-7094-0621
 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chiba/

■休日公開 一般参加可能
日時 4月28日（土）
場所 田無演習林
主催 田無演習林
問合せ先 田無演習林
 TEL:042-461-1528
 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

■ツリークライミング®体験会
　in田無演習林 一般参加可能

日時 ４月28日（土）
場所 田無演習林
主催 ツリークライミング®ジャパン
問合せ先 田無演習林
　　　　　 TEL:042-461-1528
　　　　　 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

5月

■休日公開 一般参加可能

日時 5月6日（日）
場所 田無演習林
主催 田無演習林
問合せ先 田無演習林
 TEL:042-461-1528
 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

■五月祭 一般参加可能

日時 5月19日（土）・20日（日）

6月

■子ども樹木博士認定会 一般参加可能

日時 6月3日（日）
場所 田無演習林
主催 西東京市「子ども樹木博士」を育てる会
問合せ先 田無演習林
　　　　 TEL:042-461-1528
　　　　 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

■休日公開 一般参加可能

日時 6月3日（日）
場所 田無演習林
主催 田無演習林
問合せ先 田無演習林
　　　　 TEL:042-461-1528
　　　　 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

■春のガイドツアー 一般参加可能

日時 6月13日（水）
場所 秩父演習林
主催 秩父演習林
問合せ先 秩父演習林利用者窓口　
　　　　 TEL:0494-22-0272　
　　　　 E-mail:chichibu-riyou@uf.a.u-tokyo.ac.jp
　　　　 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chichibu/

■農学部公開セミナー
「生き物が造り出す価値あるもの」一般参加可能
日時 6月23日（土）
場所 弥生講堂一条ホール
主催 大学院農学生命科学研究科・農学部
共催 （公財）農学会
問合せ先 総務課総務チーム総務・広報情報担当
　　　　 TEL:03-5841-5484
　　　　 E-mail:koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp
         http://www.a.u-tokyo.ac.jp/seminar/  
 index.html

7月

■観蓮会 一般参加可能

日時 7月上中旬予定
場所 生態調和農学機構ハス見本園
主催 生態調和農学機構
問合せ先 機構事務室
　　　　 TEL:042-463-1611
　　　　 http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/

■高校生ゼミナール「森と海のゼミナール」
日時 7月31日（火）～8月2日（木）
場所 千葉演習林・千葉大学海洋バイオシステム 
 研究センター
主催 千葉演習林
共催 千葉大学海洋バイオシステム研究センター
問合せ先 04-7094-0621（千葉演習林）

8月

■オープンキャンパス 一般参加可能

日時 8月1日（水）・2日（木）

■公開講座
   「東大の森で昆虫採集」一般参加可能
日時 8月5日（日）・6日（月）　
場所 秩父演習林
主催 秩父演習林
問合せ先 秩父演習林利用者窓口　
　 TEL:0494-22-0272　
　　　　 E-mail:chichibu-riyou@uf.a.u-tokyo.ac.jp
　　　　 http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chichibu/
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山手線高田馬場駅から西武新宿線急行に乗り20分ほどの

田無駅で下車、北口に広がる商店街を10分ほど歩いて抜け

るとそこに附属生態調和農学機構（以下、機構）がある。正

門を過ぎると、突然、都会の喧噪とはまったく隔絶された空間

が目の前に広がる。その前身は昭和10年に設置された東京

帝国大学農学部附属多摩農場に遡るが、その後田無農場

となり、現在の機構は、平成22年には千葉市検見川にあっ

た旧緑地植物実験所と統合され、さらに、現在の田無演習

林の教育研究機能を組み入れて誕生した。機構では、耕

地・緑地・林地からなるフィールドにおいて、持続的な生態

系サービスと調和する農林業と社会のあり方の解明を目指し

た教育・研究が進められている。

　90年近い歴史を有する機構であるが、平成25年から始

まったキャンパス整備とともに年々急速に姿を変えつつある。昨

年秋には格納庫・調製施設群が完成した。さまざまな農業

機械を収納する格納庫は、手動で簡単に開閉できる大型

シャッターや太陽光を集光した庫内照明など優れた機能性

を兼ね備えている。ま

た、昨年春には国際

フィールドフェノミクス

研究拠点が設置さ

れ、農業への情報通

信技術の活用を加

速している。上の写

真は国内有数の花ハス遺伝資源の保存

圃場をドローンで撮影したものであるが、鳥

の目でとらえた情報を育種や栽培分野に活

用する研究が進められている。都内では珍

しい水田圃場では、急激に進む気候温暖

化に対応するために、早朝に開花できるイネ

の研究も進められている。機構では農学部

の学生を対象とした多くの農場実習が実施

されている。応用生物学専修ではキクの育種に関する実習

が行われ、毎年秋には数千のさまざまなキクの実生が花を咲

かせる。農学の教育・研究において新たな花を咲かせる機

構の活動にご期待ください。

大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構長

柴田道夫 教授

新たな農林業の姿を目指す
生態調和農学機構
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